
令和４年度  

長野市立 昭和小学校 ＰＴＡ総会 要綱 

 

◇ 内容           【全体進行(前半)R３年度副会長、(後半)R４年度 副会長】 

１ 新任職員紹介（省略）            

    

 ２ 議事＜前半＞                      【議長】 

  事前配布の本冊子をご覧ください。 

  (1) 令和３年度事業報告について               PTA 総会要綱参照 

  (2) 令和３年度一般会計及び特別会計決算について       PTA 総会要綱参照 

(3) 会計監査報告                      PTA 総会要綱参照 

   (4) 令和４年度新役員の承認               別途配布の名簿参照 

 ３ 議事＜後半＞              

  (1)  令和４年度事業計画案について                PTA 総会要綱参照 

  (2) PTA 会費の徴収方法・令和４年度 PTA 会費について     PTA 総会要綱参照              

  (3) 令和４年度予算案について                 PTA 総会要綱参照 

(4) 顧問の設置について                 別途配布の名簿参照                                         
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 ＰＴＡ学級役員選出マニュアル 
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○PTA 総会については、本年度も中止とします。 

  本 PTA 総会要綱はホームページに掲載します。表決は昨年同様 Web 上で行います。よろしくお願

いします。 
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令和４年４月８日 

昭和小学校ＰＴＡ会員の皆様 

昭和小学校ＰＴＡ会長 小山田 幸二 

副会長   谷 太一 

 

ＰＴＡ活動における個人情報の取扱いについて 

 

 

 桜花の候、皆様におかれましては益々ご清栄のことと拝察申し上げます。平素よりＰＴＡ活動にご協

力いただき、誠にありがとうございます。 

 昨年度より本校ＰＴＡにおける個人情報保護のあり方を見直し、規約策定を行うこととしました。こ

れまでも、個人情報の取扱いには十分注意をしながら進めて参りましたが、法の改正に伴い、本ＰＴＡ

での対応が必要となっております。 つきましては、４月４日に役員会を招集し、協議のうえ、別紙「長

野市立昭和小学校ＰＴＡ個人情報取扱規則」を制定し、施行していく運びとなりました。会員の皆様の

ご理解ご協力をお願いいたします。尚、今後の個人情報の取扱いの要点を下記に示しましたので、別紙

とあわせてご覧いただきたいと存じます。 

 

 

記 

 

 

１ 会員から個人情報（氏名、住所（地区）、電話番号等）を取得するときは、利用目的を本人に知ら

せる。 

 

２ 取得した個人情報は、利用目的以外に使用しない。 

 

３ 個人情報の管理はＰＴＡ会長の責任のもとで厳重に行い、不要となった情報は速やかに破棄する。 

 

４ 個人情報を第三者（自治協議会、近隣ＰＴＡ等）に提供する場合は、あらかじめ本人の同意が必要。 

 

５ 個人情報の取扱いについて明文化し、会員に周知する。 

以上 

 

 

 

 

 

 昭和小学校ＰＴＡ事務局 

 担当 山﨑 智之（教頭） 

    佐々木 直人（ＰＴＡ幹事） 

 ＴＥＬ ２８４－４００４ 



長野市立昭和小学校ＰＴＡ個人情報取扱規則 

 

（目的） 

第１条 長野市立昭和小学校ＰＴＡ（以下、「本会」という。）が保有する個人情報の適正な

取扱いと活動の円滑な運営を図るため、個人の権利・利益を保護することを目的に、ＰＴＡ

役員名簿及びその他の個人情報データベース（以下、単に「個人情報データベース」という。）

の取扱いについて定めるものとする。 

（責務） 

第２条 本会は個人情報保護に関する法令を遵守するとともに、ＰＴＡ活動において個人情報

の保護に努めるものとする。 

（管理者） 

第３条 本会における個人情報データベースの管理者は、ＰＴＡ会長とする。 

（取扱者） 

第４条 本会における個人情報データベースの取扱者は、三役及び理事とする。 

（秘密保持義務） 

第５条 個人情報データベースの管理者・取扱者は、職務上知ることができた個人情報をみだ

りに他人に知らせ、又は不当な目的に使用してはならない。その職を退いた後も同様とする。 

（収集方法） 

第６条 本会は、個人情報を収集するときは、あらかじめその個人情報の利用目的を決め、本

人に明示する。なお、要配慮個人情報などを収集する場合は、あらかじめ本人の同意を得る。 

（利用） 

第７条 取得した個人情報は、次の目的のために利用する。 

（1）会費集金、管理、その他の文書の送付 

（2）会員名簿、委員会名簿の作成 

（利用目的による制限） 

第８条 本会は、あらかじめ本人の同意を得ないで、前条の規定により特定された利用目的の

達成に必要な範囲を超えて、個人情報を取り扱ってはならない。 

（管理） 

第９条 個人情報は管理者又は取扱者が保管するものとし、適性に管理する。 

２ 不要となった個人情報は管理者立会いのもとで、適正かつ速やかに廃棄するものとする。 

（保管及び持ち出し等） 

第 10 条 個人情報データベース、個人データを取り扱う電子機器等については、ウィルス対策

ソフトを入れるなど適切な状態で保管することとする。また、持ち出す場合は、電子メール

での送付も含め、ファイルにパスワードをかけるなど適切に行うこととする。 

（第三者提供の制限） 

第 11 条 個人情報は次にあげる場合を除き、あらかじめ本人の同意を得ないで第三者に提供し

てはならない。 



（1）法令に基づく場合 

（2）人の生命、身体又は財産の保護のために必要な場合 

（3）公衆衛生の向上又は児童の健全育成の推進に必要がある場合 

（4）国の機関もしくは地方公共団体又はその委託を受けた者が法令の定める事務を遂行する  

ことに対して協力する必要がある場合 

（第三者提供に係る記録の作成等） 

第 12 条 個人情報を第三者（前条第１号から第４号の場合及び県、市役所、区役所を除く）に

提供したときは、次の項目について記録を作成し保存する。 

  １ 第三者の氏名 

  ２ 提供する対象者の氏名 

  ３ 提供する情報の項目 

  ４ 対象者の同意を得ている旨 

（第三者提供を受ける際の確認等） 

第 13 条 第三者（前条第１号から第４号の場合及び県、市役所、区役所を除く）から個人情報 

の提供を受けるときは、次の項目について記録を作成し保存する。 

  １ 第三者の氏名 

  ２ 第三者が個人情報を取得した経緯 

  ３ 提供を受ける対象者の氏名 

  ４ 提供を受ける情報の項目 

  ５ 対象者の同意を得ている旨（事業者でない個人から提供を受ける場合は記録不要） 

（情報開示等） 

第14条 本会は、本人から、個人情報の開示、利用停止、追加、削除を求められたときは、法 

   令に沿ってこれに応じる。 

（漏えい時等の対応） 

第 15 条 個人情報データベースを漏えい等（紛失含む）したおそれがあることを把握した場合

は、直ちにＰＴＡ会長に報告する。 

（研修） 

第 16 条 本会は、三役及び理事に対して、定期的に、個人データの取扱いに関する留意事項に

ついて、研修を実施するものとする。 

（苦情の処理） 

第 17 条 本会は、個人情報の取扱いに関する苦情の適切かつ迅速な処理に努めなければならな

い。 

（改正） 

第 18 条 本会の「長野市立昭和小学校ＰＴＡ個人情報取扱規則」は、総会において改正する。 

 

附則 

 本規則は、令和４年４月２２日より施行する。 



H-53-02      昭和小学校ＰＴＡ規約 

 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 本会は、昭和小学校ＰＴＡといい、事務局を昭和小学校内に置く。 

 （目的） 

第２条 当会は、家庭と学校が協力し、昭和小学校の教育を振興し、児童の健全な成長をめざし、会員相互の親和と協

力によって、次の各号を目的とする。 

 (1) 学校の教育活動協力に関すること。 

(2) 児童の校外生活指導に関すること。 

(3) 学校の教育的環境整備に関すること。 

 (4) 児童の健康促進に関すること。 

 (5) 会員相互の教養活動、親睦に関すること。 

 (6) その他本会の目的を達成するに必要なこと。 

 （方針） 

第３条 当会は、教育を本旨とする民主団体であり、常に中立性を堅持する。 

第４条 当会は、児童の健全育成のために活動する他の社会的諸団体及び機関と協力する。 

第５条 当会は、国及び地方公共団体の適正な教育予算の充実を期すために努力する。 

第６条 当会は、学校の管理運営や教職員の人事には関与しない。 

第７条 当会は、昭和小学校に在籍する児童の父母と教員及び本会の趣旨に賛同するものを会員とする。 

 （会計） 

第８条 当会の経費は会費その他の収入をもって充てる。 

第９条 会費は、総会において定め、月毎、または一年分を一括して納めることができる。 

第10条 当会の費用は第２条の目的達成のため以外に使用してはならない。 

第11条 当会の会計年度は４月１日に始まり３月31日に終わる。 

 （組織構成） 

第12条 当会は次の会並びに委員会を置く。 

 (1) 本会 

 (2) 常任委員会 

 

第２章 本会 

 （部会等） 

第13条 本会に、次の部会並びに委員会（以下「部会」という）を置く。 

 (1) 家庭教育委員会 

 (2) 学級会長会 

 (3) 教養部 

 (4) 厚生部 

 (5) 環境整備部 

 (6) 校外生活部 

 (7) 地区ＰＴＡ会長会 

 （役員） 

第14条 第12条第１号の役員選出は、次のとおり行う。 

 (1) 本会正副会長は、会長１名、副会長４名（内１名は教頭）とし、常任委員会において決定し、総会の承認を得る。 

 (2) 本会に、常任委員会の推薦により、会計監査２名を置く。 

 (3) 本会に、幹事若干名を置くことができるものとし、会長が委嘱する。 

２ 前条各号の役員選出は、次に従い各組織構成員の互選とする。 

(1) 学級会長会は、会長１名、副会長１名、学年会長各学年１名とする。 

(2) 前号を除く各部会は、部会長（委員会は委員長、以下「部会長」という）１名、副部会長（委員会は副委員長、

以下「副部会長」という）２名（内１名は教員）とする。 

第15条 役員の任期は、定期総会から次の定期総会までの間とする。ただし再任は妨げない。欠員に伴う補欠者の任期

は、前任者の残任期間とする。 



第16条 本会に、参与を置き、学校長がその職にあたる。 

第17条 本会に顧問を置くことができる。顧問は、会長が推薦し、総会の承認を得る。 

 （役員の任務及び兼任） 

第18条 本会の役員の任務は、次のとおりとする。 

 (1) 会長は、当会を代表し、会務を統括し、必要に応じ各部会の開催を要請することができる。 

 (2) 副会長は、会長を補佐し、会長事故ある場合はその任務を代行する。 

 (3) 第13条各号に該当する部会長は、各組織内の会議司会及び会務の統括、その他を行う。 

 (4) 第13条各号に該当する副部会長は、部会長を補佐し、部会長事故ある場合はその任務を代行する。 

 (5) 会計監査は、会計を監査する。 

 (6) 幹事は、会長の指示を受け事務及び会計を行う。 

 (7) 参与は、教職員の統括の他、当会の活動に関し指導助言を行う。 

２ 役員の兼任は、次のとおりとする。 

(1) 家庭教育委員会の委員長は、第14条第２項の規定に関わらず、本会副会長が兼任する。 

 （総会） 

第19条 総会は、毎年４月に定期総会を開く。また必要により臨時総会を開くことができる。 

２ 総会は、会長が会員を招集して開催する。 

３ 総会の議長は、原則として前任の会長とし、会長が委嘱する。 

４ 総会における議事は次のとおりとする。 

 (1) 規約の変更に関すること。 

 (2) 事業計画並びに収支予算の決定に関すること。 

 (3) 事業報告並びに収支決算の承認に関すること。 

 (4) 第12条第１号の役員の承認に関すること。 

 (5) その他ＰＴＡの活動上極めて重要で、総会の審議に付することが適当と判断される事項。 

 （部会） 

第20条 部会は、必要に応じ各部会長が招集して開き、それぞれ会務の運営について、研究、協議、実践をする。 

 （部員選出） 

第21条 部員選出は、次のとおりとする。 

 (1) 家庭教育委員会、学級会長会、教養部、厚生部は各学級より１名、学校職員より若干名を選出する。 

 (2) 環境整備部、校外生活部は各地区ＰＴＡより１名、地区ＰＴＡ会長会は２名（各地区ＰＴＡ正副会長）、学校職

員より若干名を選出する。 

 （部会事業） 

第22条 各部会の事業は次のとおりとする。 

 (1) 家庭教育委員会 

   県Ｐ、市Ｐ連合会と連携を取りながら、家庭教育向上のため、相互に研修し合い、併せてＰＴＡ活動の充実を図

るための活動を行う。 

 (2) 学級会長会 

   児童の学校生活の充実とその理解を深め、学校と社会と家庭との連携を強化するための研究、指導を行う。 

  (ｲ) 学級ＰＴＡ 

    授業参観、教育相談、会員の研修及びその他学級活動に必要と認められる事項などについて、協議並びに連絡

調整を行う。 

  (ﾛ) 学年ＰＴＡ 

    学級ＰＴＡの連合体で、学年共通の問題などについて、協議並びに連絡調整を行う。 

 (3) 教養部 

   会員の研修のために講演会の開催、同好会の結成、通信の発行及びその他の活動を行う。 

 (4) 厚生部 

   会員の親睦を深めるために研修を行うとともに、広く福祉に関する研究やＰＴＡ作業等の活動を行う。 

 (5) 環境整備部 

   学校の教育的環境の整備を図るために、資源回収・バザー等の活動を行う。 

 (6) 校外生活部 

   児童が安全な生活を送るための環境づくりや調査、研究と具体的な指導等を行う。 

 (7) 地区ＰＴＡ会長会 



   児童の校外における生活をより健全なものにするための研究や協議及び指導等を行う。 

２ 各部会は、相互に密接な連絡調整を図り、協力しＰＴＡ活動の活性化に努めるものとする。 

 

第３章 常任委員会 

 （委員） 

第23条 委員は、次に掲げる者とする。 

 (1) 第14条第１項第１号に該当する本会正副会長 

 (2) 第13条第１号に該当する家庭教育委員会正副委員長 

 (3) 第13条第２号に該当する学級会長及び学年会長 

 (4) 第13条第３号から第６号に該当する教養部、厚生部、環境整備部及び校外生活部正副部長 

 (5) 第13条第７号に該当する地区ＰＴＡ会長 

 (6) 学校職員（若干名） 

２ 委員の任期は、第15条を準用する。 

 （会議） 

第24条 会議は、会長が招集し開催する。 

２ 会議の議長は、副会長が務める。 

３ 決議は、出席委員の過半数以上の賛同をもって可決する。 

 （議事） 

第25条 議事は、次のとおりとする。 

 (1) 総会への諮問案件の審議、議決 

 (2) 規定並びに申し合わせ事項の制定若しくは変更に関する審議、議決 

 (3) その他、本会の活動に関する協議、審議、議決 

 

第４章 雑則 

第26条 当会は、必要に応じ地区育成会と協議して、事業を共催することができる。 

第27条 当会は、必要に応じ他のＰＴＡや教育団体と協議して、事業に参加することができる。 

第28条 当会の会員の家族（成人に達した者）は、会員の代理ができる。 

第29条 当会に、基金を置くことができる。基金は常任委員会の議決を経て活用することができる。 

第30条 教養部の下部組織として、研修のための同好会（読書・コーラス等）を結成することができる。同好会（会員

10名以上の場合）は、所定の手続きを経て、補助金（若干）を受けることができる。補助金の額は、常任委員会にお

いて決定する。 

 （規約の変更） 

第31条 この規約を変更する場合は、総会の議決によらなくてはならない。 

 （補足） 

第32条 この規約に定めるものの他、必要事項について常任委員会の議決及び承認を経て、別に定めることができる。 

 

附則（昭和62年４月１日） 

 この規約は、昭和62年４月１日より実施する。 

附則（平成６年４月１日） 

  この規約は、総会議決日より施行し、当該年度より運用する。 

附則（平成12年４月１日） 

  この規約は、総会議決日より施行し、当該年度より運用する。ただし第13条第１号、第18条第２項、第21条第１号、

第22条第１号及び第２号並びに第23条第１項第２号の「父親委員会」に関する規定については、当該年度定期総会以

後の臨時総会若しくは評議委員会の決議日より施行する。 

附則（平成13年12月17日） 

  この規約は、総会議決日より施行し、当該年度より運用する。 

附則（平成19年４月21日） 

  この規約は、総会議決日より施行する。 

附則（平成23年４月23日） 

  この規約は、総会議決日より施行する。 
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昭和小学校Ｐ Ｔ Ａ  慶弔規定 

 

本会の慶弔規定を次のとおり定める。 

 

１ 弔慰及び見舞 

（１）父母会員及び児童の場合 

ア 死亡弔慰 父母会員の死亡の場合は本会から 1万円、学級ＰＴＡから５千円の 

         香料を持って、会長、学級会長、学級担任が弔問する。 

児童死亡についてもこれに準ずる。ただし、児童の弔問については学

校で配慮する。 

イ 病気見舞 ＰＴＡとしては一切行わない。 

ウ 不慮の災害（主として火災） 本会から５千円、学級ＰＴＡから５千円の見舞 

      金を送る。 

 （２）学校職員の場合 

ア 死亡弔慰 本人死亡の場合は本会から１万円、学級ＰＴＡから５千円の香料を持 

        って、会長、学級会長、児童代表が弔問する。 

                  実親、妻子死亡の場合は、本会から５千円の香料を持って、会長が弔 

        問する。 

イ 病気見舞 病気見舞の判定は、正副会長、当該学級会長が連絡し合って行うも 

      のとし、本会から５千円、学級ＰＴＡから５千円の見舞金を送る。 

    ウ 不慮の災害（主として火災） 本会から５千円、学級ＰＴＡから５千円の見舞金 

        を送る。 

 

２ 慶祝 

（１）学校職員の結婚 学級ＰＴＡとして５千円を御祝金として贈る。 

（２）学教職員及びその配偶者の出産 

         学級ＰＴＡとして５千円を御祝金として贈る。 

 

３ その他 

（１）上記の規定によりがたい場合には、三役会において対応を決定する。 

（２）上記１弔慰及び見舞、上記２慶祝のうち、学級ＰＴＡで行うものについては、本会 

  会計から支出する。 

（３）学級担任を持たない学校職員に対しては、学級担任の例に準じて本会で行う。 

（４）本規定により慶弔を受けた者は、金品による返礼はしないものとする。 

 

この規定は、昭和６２年４月１日から実施する。 

この規定は、平成２１年４月１日から実施する。 

この規定は、平成２８年４月１日から実施する。 

この規定は、令和 ２年９月４日から実施する。 

この規定は 令和 ４年４月  日より実施する。（決定後各自記入する） 



昭和小学校ＰＴＡ 申し合わせ事項（R2.1.17 現在） 

 

１ 会長および副会長（以下、本会正副会長）の選出にあたっては、できるだけ多くの会員が役

員を経験できるよう、原則的に重複した選出を避けるものとし、会長が委嘱する委員により策

定した基準に基づいて、公平かつ公正な選出を図るものとする。 

また、会長の選出にあたっては、地区が片寄らないよう配慮し、今井、原、御厨の各地区の

輪番で選出することを原則とする。なお、選考事情によっては原則によらなくてもよいことと

する。 

 

２ 学級役員の選出にあたっては、できるだけ多くの会員が役員を経験できるよう、原則的に重

複した選出を避けるものとし、「学級役員選出マニュアル」に基づいて、公平かつ公正な選出を

図るものとする。 

 

３ 各部会（家庭教育委員会、学級会長会、教養部、厚生部、環境整備部、校外生活部、地区Ｐ

ＴＡ会長会）の正副部会長および六学年の学年会長の選出にあたっては、過去に本会正副会長、

各部会の正副部会長および六学年の学年会長を経験した者（の家庭）は対象としないこととす

る。 

 

４ 地区選出ＰＴＡ役員と学級選出ＰＴＡ役員を兼任しないこととする。但し、やむをえない事

情があり兼任する場合には、各部会の正副部会長の対象としないこととする。 

なお、地区選出 PTA の部会とは、環境整備部、校外生活部、地区 PTA 会長会(各地区 PTA 副会長)

とする。やむをえない事情により兼任することになった役員は、偏ることなく、それぞれの部

会（兼任している複数部会）において積極的に活動するものとする。 

 

５ 第１子が第一学年の会員（家庭）については、部会長の対象としないこととする。ただし、

前述の第３項から第５項までのいずれの場合であっても、本人が希望する場合には、その就任

を妨げないものとする。 

 

６ 学級会長会においては、六学年より会長を選出するとともに、六学年の学年会長は別に選出

する。なお、六学年の学年会長が、卒業式の謝辞を担当する。 

学年会長の選出にあたっては、一学年の学年会長は１組、二学年の学年会長は２組というよ

うに組の輪番によることを原則とし、該当する組の無い学年にあっては、該当する学年の学級

会長の互選により選出する。なお、五学年の学年会長が、学級会長会の副会長を兼任する。 

  また、中学校入学式において新入生の保護者代表挨拶等の依頼があった場合は、該当する中

学校へ入学する生徒のいる会員（家庭）から公平に選出することを原則とする。 

７ 家庭教育委員会副委員長、および教養部、厚生部の正副部長は、第３項から第５項の非対象

者を除く全学級役員から選出する。 

 

 



８ 環境整備部、校外生活部の正副部長は、第３項から第５項の非対象者を除く全地区役員から

選出する。 

  地区ＰＴＡ会長会の会長は、第３項から第５項の非対象者を除く各地区ＰＴＡ会長より選出

し、地区ＰＴＡ会長会の副会長は、各地区ＰＴＡ副会長より選出する。 

 

９ 選出対象者で、特殊事情により正副部会長ができない者は、該当する各部会にて話し、判断

してもらうこととする。 

 

１０ 学級ＰＴＡ等において飲食を伴う活動をする場合は、次の各号を満たすものであって、必

要に応じ各単位組織ごとに定める申し合わせ事項に従い実施することとする。 

(1) 明確な活動目的を持ったものであること。 

(2) 単位組織会員の過半数の同意を得たものであること。 

(3) できる限り、簡素簡略化に努め、会員に対し、身体的または精神的もしくは財政的に過度

な負担を強いるものでないこと。 

 

１１ 各単位組織における賛否両論の意見は互いに尊重し合い、賛否の行為を対象とした誹謗中

傷はしないこと。なお、学校長およびＰＴＡ会長は、これらに反すると判断される活動を行っ

た組織に対し、以降の活動を制限することができる。 

 

(平成 24 年度役員選出時から適用、一部平成 29 年度に変更。) 

 



ⓒ 

    昭和小学校ＰＴＡ 学級役員選出マニュアル 
 

◎選出する役員と昨年度の主な仕事 

Ⓐ学級役員 

 ・学級会長・・・・学級懇談会の進行・調整 

 ・家庭教育委員・・「ほほえみ」作成、校内研修会の開催 

 ・教養部・・・・・しょうわの輪の作製   

 ・厚生部・・・・・親子作業の計画 

 

＋  

Ⓑ補欠 

 ・補欠１ 

 ・補欠２ 

 

◎選出の対象としない者 

 ・ 過去に昭和小学校のＰＴＡ会長、副会長（以下、本会正副会長）を経験した保護者（の家庭） 

・対象児童について、過去に環境整備部長・副部長、校外生活部長・副部長、地区ＰＴＡ会長

会・副会長会会長を経験した保護者（の家庭） 

・対象児童について、過去にⒶ学級役員を経験した保護者（の家庭） 

・当該年度の昭和小学校のＰＴＡ会長、副会長に内定している保護者（の家庭） 

・当該年度において、犀南ブロック内の中学校（川中島中学校、広徳中学校、更北中学校）の

ＰＴＡ本会正副会長に内定している保護者（の家庭） 

・対象児童の兄弟の小学校学級で当該年度のⒶ学級役員に決定している保護者（の家庭） 

 

◎留意事項 

・ 基本的には下記の選出手順によることとするが、各クラスの話し合いで合意が得られた場合には、

選出方法を変更することはかまわない。 

・ くじで決める場合、欠席者については基本的に出席者と同等に扱う。 

・ 役員選出に当たり問題が発生した場合には、各クラスで話し合って解決する。 

 

◎選出手順 

 １ クラス担任の先生が、今回の選出が保護者の協力でスムーズに行えるようお願いする。 

 ２ 現学級会長（不在の場合はⒸの非対象者）が司会者となり、出欠をとる。 

 ３ 今回の選出対象者で、特殊事情により役員ができない者は、クラス全体に話して判断してもらう。 

 ４ 今回の選出対象者の人数を確認する。 

   対象者が選出役員の数に満たない場合には、Ⓒの非対象者のうち、本会正副会長経験者を除き、

選出対象とする。この者は、自分の希望する役職に優先的に就くこととする。 

 ５ 今回の選出対象者の中から、学級会長への立候補を受け付ける。１名の場合は決定。複数名の立

候補があった場合には、くじで１名を決める。 

 ６ 残りのⒶ学級役員（学級会長への立候補がない場合には学級会長を含む）への立候補を受け付け、

くじで学級役員名を決める。 

 ７ 未決定のⒶ学級役員について、今回の選出対象者全員でくじ引きをして決める。 

   決定した学級役員の中に欠席者がいる場合には、その場でクラス担任の先生に電話で役員決定し

たことを伝えてもらう。 

８ Ⓑ補欠について６、７と同様の方法で決定する。 

  年度途中の転校などで学級役員に欠員が生じた場合、その役職に補欠１、補欠２の順で就くこ

ととし、役職の順送りなどはしない。 

９ 司会者が、決定したⒶ学級役員４名とⒷ補欠２名を改めてクラス全体に確認する。 


